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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】手動操作部が操作終了位置に到達したとき及び
保持されたとき、パイロット弁の開弁状態を解除して閉
弁させ、給水流路から供給される給水量をほぼ一定に保
つことができるパイロット式弁装置を提供する。
【解決手段】本発明のパイロット式弁装置は、給水流路
を開閉するパイロット式弁装置であって、主弁座と、止
水状態と給水状態とを切り替える主弁体と、圧力室と、
圧力室の圧力を開放するパイロット弁穴部８４を備えこ
のパイロット弁穴部を開閉するパイロット弁８６と、使
用者が操作開始位置から操作終了位置まで手動操作可能
な手動操作部と、この手動操作部の位置に応じてパイロ
ット弁を開閉するパイロット弁駆動機構８０と、を有し
、パイロット弁駆動機構は、手動操作部が操作開始位置
から操作終了位置まで手動操作される途中の途中位置に
あるとき、パイロット弁を開弁させ、且つ手動操作部が
操作終了位置に到達したとき、パイロット弁を閉弁させ
る。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　給水流路を開閉するパイロット式弁装置であって、
　前記給水流路に設けられた主弁座と、
　前記主弁座に着座して前記給水流路を閉止する止水状態と、前記主弁座から離間して前
記給水流路を開放する給水状態とを切り替える主弁体と、
　その内部の圧力上昇時には前記主弁体を前記主弁座へ向かって移動させ且つ内部の圧力
低下時には前記主弁体を前記主弁座から離間するように移動させる圧力室と、
　前記圧力室の圧力を開放するパイロット弁穴部を備え、このパイロット弁穴部を開閉す
るパイロット弁と、
　使用者が操作開始位置から操作終了位置まで手動操作可能な手動操作部と、
　この手動操作部の位置に応じて、前記パイロット弁を開閉するパイロット弁駆動機構と
、を有し、
　このパイロット弁駆動機構は、前記手動操作部が操作開始位置から操作終了位置まで手
動操作される途中の途中位置にあるとき、前記パイロット弁を開弁させるように構成され
、且つ前記手動操作部が操作終了位置に到達したとき及び保持されたとき、前記パイロッ
ト弁の開弁状態を解除して閉弁させるように構成されたことを特徴とするパイロット式弁
装置。
【請求項２】
　前記パイロット弁駆動機構は、前記手動操作部が操作終了位置に到達した後、操作開始
位置に戻り移動する途中の途中位置にあるとき、前記パイロット弁を閉弁させることを特
徴とする請求項１記載のパイロット式弁装置。
【請求項３】
　さらに、前記パイロット弁駆動機構を収容する円筒状に形成されたケーシングを備え、
　前記パイロット弁穴部は、このケーシングの内側側面に形成され、
　前記パイロット弁は、前記パイロット弁穴部を貫通して前記ケーシングの内側に突出す
るように設けられているパイロット弁操作部を有し、
　前記手動操作部は回転軸を回転させる手動回転操作部であり、
　前記パイロット弁駆動機構は、前記手動操作部の回転に連動して、前記ケーシングの内
側側面に沿う方向に回転移動され、前記パイロット弁操作部を押圧して、前記パイロット
弁を開弁させる押圧カムを備える、ことを特徴とする請求項１又は２記載のパイロット式
弁装置。
【請求項４】
　前記パイロット弁駆動機構は、前記手動操作部が操作開始位置から操作終了位置まで手
動操作される途中の途中位置にあるとき、前記押圧カムを保持して揺動させずに、前記押
圧カムにより前記パイロット弁操作部を押圧して、前記パイロット弁を開弁させ、且つ、
前記手動操作部が前記操作終了位置から操作開始位置に戻る途中の途中位置にあるとき、
前記押圧カムを保持せずに揺動可能にさせ、前記押圧カムが前記パイロット弁操作部を押
圧せずに揺動され、前記パイロット弁を開弁させないようにするクラッチ部材を備えるこ
とを特徴とする請求項２又は３に記載のパイロット式弁装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかに記載のパイロット式弁装置と、
　汚物を受けるボウル部と、洗浄水をボウル部に導くための導水路と、を内部に備えた水
洗大便器本体と、
　水洗大便器本体に供給する洗浄水を貯水するタンクと、
　前記タンク内の下方に配置され、パイロット式弁装置からの給水を噴射する噴射ノズル
と、
　一端が前記導水路に連結され、さらに、他端が前記噴射ノズルと対向して配置され且つ
噴射ノズルから噴射された給水量に対応する洗浄水量をタンクから引き込む開口を形成し
ている、スロート管と、
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を備える水洗大便器装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パイロット式弁装置、及び、それを備えた水洗大便器装置に係り、特に、給
水流路を開閉するパイロット式弁装置、及び、それを備えた水洗大便器装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、給水流路を開閉するパイロット式弁装置として、例えば、特許文献１に記載
されているように、使用者が操作ロッドを操作終了位置まで押し込んだ状態で、ボール状
弁体を開弁させ、それにより主弁の圧力室の水を排水し、主弁を開弁させるものが知られ
ている。
　また、給水流路を開閉するパイロット式弁装置として、特許文献２に記載されているよ
うに、使用者が操作するハンドルがニュートラルポジション（操作開始位置）にある場合
に開閉弁機構は閉弁状態とされ、使用者がハンドルを操作終了位置まで回転操作させたと
きは、開閉弁機構が開弁され、それにより主弁が開弁され、使用者の操作終了後、板ばね
の力によりハンドルがニュートラルポジション（操作開始位置）まで再び戻された場合に
開閉弁機構が再び閉弁状態とされるものが知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－１９８４５号公報
【特許文献２】特許第３３１２６２５号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記のようなパイロット式弁装置では、使用者がハンドル等の操作部を
操作終了位置に到達したままの状態で所定時間保持（ホールド）してしまう場合には、パ
イロット弁がそれに伴って開弁されたままの状態となり、主弁が開弁されたままの状態と
なる。したがって、主弁から供給される給水量がばらついてしまうという問題がある。
【０００５】
　そこで、本発明は、上述した従来技術の問題点を解決するためになされたものであり、
手動操作部が操作終了位置に到達したとき及び保持されたとき、パイロット弁の開弁状態
を解除して閉弁させ、給水流路から供給される給水量をほぼ一定に保つことができるパイ
ロット式弁装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の目的を達成するために、本発明は、給水流路を開閉するパイロット式弁装置であ
って、給水流路に設けられた主弁座と、主弁座に着座して給水流路を閉止する止水状態と
、主弁座から離間して給水流路を開放する給水状態とを切り替える主弁体と、その内部の
圧力上昇時には主弁体を主弁座へ向かって移動させ且つ内部の圧力低下時には主弁体を主
弁座から離間するように移動させる圧力室と、記圧力室の圧力を開放するパイロット弁穴
部を備え、このパイロット弁穴部を開閉するパイロット弁と、使用者が操作開始位置から
操作終了位置まで手動操作可能な手動操作部と、この手動操作部の位置に応じて、パイロ
ット弁を開閉するパイロット弁駆動機構と、を有し、このパイロット弁駆動機構は、手動
操作部が操作開始位置から操作終了位置まで手動操作される途中の途中位置にあるとき、
パイロット弁を開弁させるように構成され、且つ手動操作部が操作終了位置に到達したと
き及び保持されたとき、パイロット弁の開弁状態を解除して閉弁させるように構成された
ことを特徴としている。
　このように構成された本発明においては、パイロット弁駆動機構は、手動操作部が操作
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開始位置から操作終了位置まで手動操作される途中の途中位置にあるとき、パイロット弁
を開弁させるように構成され、一方、手動操作部が操作終了位置に到達したとき及び保持
されたとき、パイロット弁の開弁状態を解除して閉弁させるように構成されているので、
パイロット弁の開弁時間には影響を与えず、パイロット弁の開弁時間をほぼ一定とするこ
とができる。よって、パイロット弁が開弁され、圧力室内部の圧力が低下して、主弁体が
給水流路を開放する給水時間がほぼ一定に保たれる。従って、給水流路から供給される給
水量をほぼ一定に保つことができる。
【０００７】
　本発明において、好ましくは、パイロット弁駆動機構は、手動操作部が操作終了位置に
到達した後、操作開始位置に戻り移動する途中の途中位置にあるとき、パイロット弁を閉
弁させる。
　このように構成された本発明においては、パイロット弁駆動機構は、手動操作部が操作
終了位置に到達して使用者の手動操作が終了した後、操作開始位置に戻る途中の途中位置
にあるとき、パイロット弁を閉弁させるので、パイロット弁を閉弁させてから再度開弁さ
せることを防ぐことができる。したがって、パイロット弁が２度開弁され、主弁体が給水
流路を２度開放することにより給水量がばらつくことを防止することができる。
【０００８】
　本発明において、好ましくは、パイロット弁駆動機構を収容する円筒状に形成されたケ
ーシングを備え、パイロット弁穴部は、このケーシングの内側側面に形成され、パイロッ
ト弁は、パイロット弁穴部を貫通してケーシングの内側に突出するように設けられている
パイロット弁操作部を有し、手動操作部は回転軸を回転させる手動回転操作部であり、パ
イロット弁駆動機構は、手動操作部の回転に連動して、ケーシングの内側側面に沿う方向
に回転移動され、パイロット弁操作部を押圧して、パイロット弁を開弁させる押圧カムを
備える。
　このように構成された本発明においては、パイロット弁駆動機構が、円筒状に形成され
たケーシング内に収容され、手動操作部の回転に連動して、ケーシングの内側側面に沿っ
て回転でき、パイロット弁操作部を押圧して、パイロット弁を開弁させる押圧カムを備え
る。従って、ケーシングが、パイロット弁駆動機構の押圧カムを回転させるガイドの役割
を果たすことができ、パイロット弁を適切に開弁させることができる。さらに、パイロッ
ト弁駆動機構を内側で回転させるケーシングは円筒状に形成されているので、パイロット
式弁装置全体をコンパクトに構成することができる。
【０００９】
　本発明において、好ましくは、パイロット弁駆動機構は、手動操作部が操作開始位置か
ら操作終了位置まで手動操作される途中の途中位置にあるとき、押圧カムを保持して揺動
させずに、押圧カムによりパイロット弁操作部を押圧して、パイロット弁を開弁させ、且
つ、手動操作部が操作終了位置から操作開始位置に戻る途中の途中位置にあるとき、押圧
カムを保持せずに揺動可能にさせ、押圧カムがパイロット弁操作部を押圧せずに揺動され
、パイロット弁を開弁させないようにするクラッチ部材を備える。
　このように構成された本発明においては、手動操作部が操作開始位置から操作終了位置
まで手動操作される途中の途中位置にあるとき、クラッチ部材が押圧カムを保持して揺動
させずに、押圧カムによりパイロット弁操作部を押圧させるので、パイロット弁が開弁さ
れ、さらに、手動操作部が操作終了位置から操作開始位置に戻る途中の途中位置にあると
き、クラッチ部材が押圧カムを保持せずに揺動可能にさせ、押圧カムがパイロット弁操作
部を押圧せずに揺動されるので、パイロット弁が開弁されることを確実に防ぐことができ
る。
【００１０】
　また、本発明は、上記パイロット式弁装置を備えた水洗大便器装置である。本発明にお
いて、好ましくは、水洗大便器装置が、請求項１乃至４のいずれかに記載のパイロット式
弁装置と、汚物を受けるボウル部と、洗浄水をボウル部に導くための導水路と、を内部に
備えた水洗大便器本体と、水洗大便器本体に供給する洗浄水を貯水するタンクと、タンク
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内の下方に配置され、パイロット式弁装置からの給水を噴射する噴射ノズルと、一端が前
記導水路に連結され、さらに、他端が噴射ノズルと対向して配置され且つ噴射ノズルから
噴射された給水量に対応する洗浄水量をタンクから引き込む開口を形成している、スロー
ト管と、を備えている。
　このように構成された本発明においては、パイロット式弁装置を備えた水洗大便器装置
において、噴射ノズルが噴射する給水量はほぼ一定に保たれ、スロート管は噴射ノズルか
ら噴射された給水量に対応する増大された洗浄水量をタンクから引き込むので、噴射ノズ
ルが噴射する給水量がばらついてこの給水量に対応するタンクから引き込まれる洗浄水量
がばらつくことを抑制し、スロート管から水洗大便器本体の導水路に供給される洗浄水量
をほぼ一定に保つことができる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明のパイロット式弁装置及びそれを備えた水洗大便器装置によれば、手動操作部が
操作開始位置から操作終了位置まで手動操作される途中の途中位置にあるとき、パイロッ
ト弁を開弁させ、手動操作部が操作終了位置に到達したとき及び保持されたとき、パイロ
ット弁の開弁状態を解除して閉弁させ、給水流路から供給される給水量をほぼ一定に保つ
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一実施形態によるパイロット式弁装置を備えた洗浄水タンク装置が適用
された水洗大便器の断面図である。
【図２】本発明の一実施形態によるパイロット式弁装置を備えた洗浄水タンク装置内の構
造を示す正面断面図である。
【図３】本発明の一実施形態によるパイロット式弁装置の主弁体部及び主弁体部に接続さ
れる流路の構造を概略的に示す図である。
【図４】本発明の一実施形態によるパイロット式弁装置のケーシング及びパイロット弁部
の一部を断面で示し、内部のパイロット弁駆動機構を斜視図で示す部分断面斜視図である
。
【図５】図４に示すパイロット式弁装置について、ケーシング及びパイロット弁部の一部
を断面で示した状態のまま、パイロット弁駆動機構、ケーシング及びパイロット弁部を分
解した状態を示す分解斜視図である。
【図６】図４のＶＩ－ＶＩ線に沿って見た断面図である。
【図７】図７（ａ）は、図４のＶＩＩ－ＶＩＩ線に沿って見た断面において、操作ハンド
ルが操作を開始する前の操作開始位置にある状態（初期待機状態）を示す断面図であり、
図７（ｂ）は、図４のＶＩＩ－ＶＩＩ線に沿って見た断面において、操作ハンドルが操作
を開始する前の操作開始位置にある状態（初期待機状態）を、概略的に示して駆動状態を
説明する図である。
【図８】図８（ａ）は、図４のＶＩＩ－ＶＩＩ線に沿って見た断面において、操作ハンド
ルが大洗浄モードにおける操作途中の位置にある状態を示す断面図であり、図８（ｂ）は
、図４のＶＩＩ－ＶＩＩ線に沿って見た断面において、操作ハンドルが大洗浄モードにお
ける操作途中の位置にある状態を、概略的に示して駆動状態を説明する図である。
【図９】図９（ａ）は、図４のＶＩＩ－ＶＩＩ線に沿って見た断面において、操作ハンド
ルが大洗浄モードにおける操作終了位置にある状態を示す断面図であり、図９（ｂ）は、
図４のＶＩＩ－ＶＩＩ線に沿って見た断面において、操作ハンドルが大洗浄モードにおけ
る操作終了位置にある状態を、概略的に示して駆動状態を説明する図である。
【図１０】図１０（ａ）は、図４のＶＩＩ－ＶＩＩ線に沿って見た断面において、操作ハ
ンドルが大洗浄モードにおける戻り移動を開始した直後の位置にある状態を示す断面図で
あり、図１０（ｂ）は、図４のＶＩＩ－ＶＩＩ線に沿って見た断面において、操作ハンド
ルが大洗浄モードにおける戻り移動を開始した直後の位置にある状態を、概略的に示して
駆動状態を説明する図である。
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【図１１】図１１（ａ）は、図４のＶＩＩ－ＶＩＩ線に沿って見た断面において、操作ハ
ンドルが大洗浄モードにおける戻り移動の途中の位置にある状態を示す断面図であり、図
１１（ｂ）は、図４のＶＩＩ－ＶＩＩ線に沿って見た断面において、操作ハンドルが大洗
浄モードにおける戻り移動の途中の位置にある状態を、概略的に示して駆動状態を説明す
る図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　つぎに、添付図面により、本発明の一実施形態によるパイロット式弁装置及びそれを備
えた水洗大便器装置を説明する。
　まず、図１により、本発明の一実施形態によるパイロット式弁装置を備えた水洗大便器
を説明する。
　図１は本発明の一実施形態によるパイロット式弁装置を備えた洗浄水タンク装置が適用
された水洗大便器の断面図である。
【００１４】
　図１に示すように、符号１はジェットポンプを利用した水洗大便器を示し、この水洗大
便器１は、便器本体２を備え、この便器本体２には、ボウル部４と、導水路６と、ボウル
部４の下部と連通するトラップ管路８がそれぞれ形成されている。
　便器本体２のボウル部４の上縁部には、内側にオーバーハングしたリム１０と、導水路
６から供給される洗浄水を吐水する多数の吐水口１２形成され、この多数の吐水口１２か
ら吐水された洗浄水は、旋回しながら下降してボウル部を洗浄するようになっている。
【００１５】
　ボウル部４の下方には、一点鎖線で貯留面Ｗ0が示された溜水部１４が形成されている
。この溜水部１４の下方には、トラップ管路８の入口８ａが開口し、この入口８ａから上
昇路８ｂが後方に延びている。この上昇路８ｂには下降路８ｃが連続し、下降路８ｃの下
端は床下の排出管（図示せず）に接続されている。
【００１６】
　便器本体２の導水路６の後方には、便器本体２に供給する洗浄水を貯水する洗浄水タン
ク装置１６（詳細は後述する）が設けられている。
　洗浄水タンク装置１６は、水洗大便器１を洗浄する洗浄水が貯水される陶器製の貯水タ
ンク１８と、貯水タンク１８に載せられる蓋体２０を備えている。貯水タンク１８は、便
器の種類に応じて、貯水する洗浄水の量が異なっている。
【００１７】
　つぎに、図１及び図２により、洗浄水タンク装置１６の詳細について説明する。
　図２は本発明の一実施形態によるパイロット式弁装置を備えた洗浄水タンク装置内の構
造を示す正面断面図である。なお、図２においては、貯水タンク１８の満水時の満水水位
をＷＬで示し、貯水タンク１８の洗浄水位の減少時の最低水位をＤＷＬで示している。
【００１８】
　図１及び図２に示すように、洗浄水タンク装置１６の貯水タンク１８内には、この貯水
タンク１８内に洗浄水を供給する給水装置２２と、貯水タンク１８に貯えられた洗浄水を
便器本体２の導水路６に流出させるジェットポンプ装置２４とが設けられている。
【００１９】
　給水装置２２は、外部の給水源に接続された給水管２６と、給水管２６に接続された止
水弁２８と、止水弁以降の給水管路２９に配置された定流量弁３０と、パイロット式弁装
置３２と、ジェットポンプ装置２４に接続されるジェットポンプ配管３４とを備えている
。ジェットポンプ配管３４にはバキュームブレーカ３５が設けられている。
　さらに、給水装置２２は、止水弁２８から分岐された補給管路３６を備え、この補給管
路３６にはボールタップ部３８が接続され、ボールタップ部３８が、いわゆるボールタッ
プ弁装置を形成し、貯水タンク１８内の水位の変動に応じて上下動してボールタップ部３
８による吐水と止水を切り替える浮玉４０を備えているので、浮玉４０の浮き沈みにより
貯水タンク１８内に洗浄水の給水を行うようになっている。給水の様子については後述す
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る。
【００２０】
　ジェットポンプ装置２４は、図１に示すように、貯水タンク１８内の底部１８ａ近傍か
ら斜め上方を指向して設置されている。ジェットポンプ装置２４は、ジェットポンプ配管
３４に接続される噴射ノズル４２と、噴射ノズル４２に正対するように配置されるスロー
ト４４と、スロート４４の指向向きに合わせ且つ導水路６とほぼ同じ高さになるまで上昇
するように傾斜されて形成されている下流配管４６とを備えている。
　噴射ノズル４２は、噴出口４２ａが上方へ向けて形成され、この噴出口４２ａから洗浄
水を噴出して噴流を形成することができる。
　スロート４４は、貯水タンク１８内の水を吸引する吸引口を形成し、噴出口４２ａの中
心軸線とスロート４４の管路の中心軸線とがほぼ一致するように配置されている。
　噴射ノズル４２の噴出口４２ａとスロート４４の流入口４４ａとの間には隙間Ｓが形成
され、隙間Ｓが流入口４４ａの全周にわたって貯水タンク１８の内部空間と連通している
ので、ジェットポンプ装置２４周囲の洗浄水がこの隙間Ｓから流入口４４ａに吸引される
ように流入可能になっている。
　下流配管４６は、その下流側において導水路６とほぼ水平に接続されている。
【００２１】
　さらに、洗浄水タンク装置１６の貯水タンク１８内の底部１８ａには、ジェットポンプ
装置２４を取り囲むようにポンプ区画容器４８が形成されている。このポンプ区画容器４
８は、上端が開放され且つ有底に形成され、貯水タンク１８の底部１８ａに固定されてい
る。
　ポンプ区画容器４８は、詳細は後述する操作ハンドル５０側の側面に形成された通水開
口５２と、通水開口５２を開閉できるように開口下方で回転軸により回転支持された開閉
蓋５４と、開閉蓋５４に固定された錘５６とを備えている。
　ポンプ区画容器４８は、貯水タンク１８内に洗浄水が満水水位ＷＬまで貯水されている
ときには貯水タンク１８に貯留された洗浄水に水没されており、ポンプ区画容器４８の上
端４８ａは、洗浄水の満水水位ＷＬより低くされている。また、通水開口５２は、洗浄終
了時における洗浄水の最低水位ＤＷＬの高さが通水開口５２の開口内の高さに位置するよ
うに形成されている。
【００２２】
　従って、開閉蓋５４は、図２に示すように、通水開口５２を開放する開放姿勢をとる間
、貯水タンク１８内の洗浄水が、ポンプ区画容器４８の内部に通水可能となり、これによ
り、貯水タンク１８内の洗浄水が満水水位ＷＬと最低水位ＤＷＬとの間の高さに貯水して
いる場合も、ポンプ区画容器４８の外側の洗浄水がジェットポンプ装置２４のスロート４
４に流入可能となる。従って、ジェットポンプ装置２４は、貯水タンク１８且つポンプ区
画容器４８内の満水水位ＷＬから最低水位ＤＷＬまでの洗浄水を便器本体２に供給して洗
浄を行う。
　その一方、開閉蓋５４が、通水開口５２を閉鎖する開口閉鎖姿勢をとる間、貯水タンク
１８内の洗浄水が、通水開口５２を経て通水できないようになっている。これにより、貯
水タンク１８内の洗浄水が満水水位ＷＬと最低水位ＤＷＬとの間の高さに貯水している場
合、ポンプ区画容器４８の外側の洗浄水がジェットポンプ装置２４のスロート４４に流入
できなくなる。従って、ジェットポンプ装置２４は、貯水タンク１８内の満水水位ＷＬか
らポンプ区画容器４８の上端４８ａまでの間の貯水タンク１８内の洗浄水と、上端４８ａ
から最低水位ＤＷＬの間におけるポンプ区画容器４８内の洗浄水とを便器本体２に供給し
て洗浄を行う。この開閉蓋５４が開口閉鎖姿勢をとるときの便器本体２の洗浄水量は、こ
の開閉蓋５４が開放姿勢をとるときの便器本体２の洗浄水量よりも少量となる。
【００２３】
　開閉蓋５４は、鎖５８により、リンク機構部６０の開閉操作桿６２と連結されている。
リンク機構部６０は、操作ハンドル５０が小洗浄の回転方向に操作されるときに限って開
閉操作桿６２を回転駆動軸９２（図４）の軸回りに回転させるようにスイングさせて、開
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閉蓋５４を持ち上げるように構成されている。
　また、リンク機構部６０は、操作ハンドル５０の操作が解除されると、開閉操作桿６２
とともに初期位置に復帰するが、開閉蓋５４はポンプ区画容器４８の内外の差圧によって
小洗浄開始から小洗浄終了までの時間に亘って閉状態を維持する。よって、操作ハンドル
５０が小洗浄のために操作されると、上記した通水開口５２の閉鎖により、スロート４４
に流入可能な洗浄水量は、少量に制限される。なお、ジェットポンプ装置２４からの吐水
が終了し、ボールタップ部３８から洗浄水が貯水されてポンプ区画容器４８の水位が上昇
すると、ポンプ区画容器４８の内外の差圧がなくなり、開閉蓋５４は、錘５６の重みが作
用することから、速やかに通水開口５２の閉鎖位置から離れ、当通水開口５２を解放する
ようになっている。
【００２４】
　次に、図３乃至図６により、給水装置２２のパイロット式弁装置３２について詳細に説
明する。
　図３は本発明の一実施形態によるパイロット式弁装置の主弁体部及び主弁体部に接続さ
れる流路の構造を概略的に示す図であり、図４は本発明の一実施形態によるパイロット式
弁装置のケーシング及びパイロット弁部の一部を断面で示し、内部のパイロット弁駆動機
構を斜視図で示す部分断面斜視図であり、図５は図４に示すパイロット式弁装置について
、ケーシング及びパイロット弁部の一部を断面で示した状態のまま、パイロット弁駆動機
構、ケーシング及びパイロット弁部を分解した状態を示す分解斜視図であり、図６は図４
のＶＩ－ＶＩ線に沿って見た断面図である。
【００２５】
　図３に示すように、パイロット式弁装置３２は、給水管路２９に接続された一次側通水
路（給水流路）６４と、内部の洗浄水の圧力が変動する圧力室６６と、主弁体部６８と、
ジェットポンプ配管３４に接続される二次側通水路（給水流路）７０と、後述するパイロ
ット弁部７８と圧力室６６とを連通する連通流路７２と、を備えている。
【００２６】
　主弁体部６８は、いわゆるダイヤフラム弁を形成し、二次側通水路（給水流路）７０の
入口端に設けられた弁座７４と、この弁座７４に着座して二次側通水路７０を閉止する止
水状態（閉弁状態）と弁座７４から離間して二次側通水路７０を開放する給水状態（開弁
状態）とを切り替える主弁体７６とを備え、さらに、主弁体７６の一部には一次側通水路
６４と圧力室６６とを連通するブリード穴７６ａが形成されている。
　主弁体７６は、圧力室６６の内部圧力及び一次側通水路６４の水圧力との圧力差により
二次側通水路７０の入口端の弁座７４に向かって当接する方向又は弁座７４から離間する
方向に移動するように設置されている。主弁体７６に形成されたブリード穴７６ａにより
、主弁体７６が閉弁した状態において、一次側通水路６４と圧力室６６とが連通して、圧
力室６６に一次側通水路６４からの水圧が作用するようになっている。
　従って、主弁体部６８は、二次側通水路７０を開放する給水状態（開弁状態）のとき、
ジェットポンプ装置２４を作動させて洗浄水を噴出させ、二次側通水路７０を閉止する止
水状態（閉弁状態）のとき、ジェットポンプ装置２４の作動を停止させるようになってい
る。
【００２７】
　次に、図４乃至図６に示すように、パイロット式弁装置３２は、さらに、パイロット弁
部７８と、使用者が操作開始位置から操作終了位置まで手動操作する操作ハンドル５０と
、パイロット弁部７８を駆動させるためのパイロット弁駆動機構８０と、このパイロット
弁駆動機構８０を収容する円筒形状に形成されたケーシング８２とを備えている。
【００２８】
　図４に示すように、パイロット弁部７８は、ケーシング８２の内側側面８２ａに形成さ
れ且つ連通流路７２と連通して圧力室６６の圧力を開放するパイロット弁穴部８４と、パ
イロット弁穴部８４の入口端に設けられたパイロット弁座８４ａに着座してパイロット弁
穴部８４を閉止できるパイロット弁８６とを備え、パイロット弁８６は、前記パイロット
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弁８６の先端が、パイロット弁穴部８４を貫通してケーシング８２の内側に突出するよう
に設けられているパイロット弁操作部８６ａを有している。
　パイロット弁部７８は、さらに、パイロット弁８６をパイロット弁座８４ａに着座させ
る方向に付勢するパイロット弁ばね８８を備えている。従って、パイロット弁部７８は、
パイロット弁操作部８６ａがパイロット弁ばね８８の付勢力と連通流路７２の水圧に抗す
るように押圧力を受け、パイロット弁８６がパイロット弁座８４ａから離間されるときに
開状態となり、パイロット弁操作部８６ａが押圧力を受けておらずパイロット弁ばね８８
の付勢力と連通流路７２の水圧により、パイロット弁８６がパイロット弁座８４ａに押し
付けられているときは閉状態となる。
　パイロット弁操作部８６ａは、パイロット弁８６が閉状態のとき、ケーシング８２の内
側側面８２ａから高さＨ１まで先端が突出するように配置されている。この高さＨ１は、
ケーシング８２の内側側面８２ａから大用カム１０２又は小用カム１０４（初期状態の大
用カム１０２又は小用カム１０４の位置）までの高さＨ２よりもわずかに高い位置に設定
されている。従って、大用カム１０２又は小用カム１０４がカムベース１００とともに回
転する回転時にパイロット弁操作部８６ａが大用カム１０２又は小用カム１０４を横方向
に押し込む又は引き出すように当接することが可能となり、さらに、パイロット弁操作部
８６ａが大用カム押圧操作部１０２ｄ又は小用カム押圧操作部１０４ｄによって押圧され
ることができるようになっている。
【００２９】
　本実施形態においては、パイロット弁８６がパイロット弁座８４ａから離間され開状態
となる場合において、洗浄水は圧力室６６から連通流路７２を介してパイロット弁穴部８
４を通過し、ケーシング８２の内部を通って後述するように水抜き孔部９４ａから貯水タ
ンク１８内に流れるようになっているが、変形例として、パイロット弁８６がパイロット
弁座８４ａから離間され開状態となる場合において、洗浄水は圧力室６６から連通流路７
２を介してパイロット弁穴部８４を通過し、例えば図３に示すような戻り流路９０を通っ
て二次側通水路（給水流路）７０に流れるようにすることも可能である。
【００３０】
　操作ハンドル５０は、貯水タンク１８の側方外面に取付けられ、使用者が手動で回転操
作するハンドルである（図２）。操作ハンドル５０は、初期待機位置である操作開始位置
から一方側に向かう回転方向（例えば操作ハンドル５０が回転駆動軸９２から鉛直方向下
方に延びる初期待機位置を有する場合には、操作ハンドル５０を便器本体２の後方に回転
させる回転方向）に回転される場合に大便洗浄用の洗浄動作を行うように設定され、他方
側に向かう回転方向（例えば操作ハンドル５０が回転駆動軸９２から鉛直方向下方に延び
る初期待機位置を有する場合には、操作ハンドル５０を便器本体２の前方に回転させる回
転方向）に回転される場合に小便洗浄用の洗浄動作を行うように設定されている。いずれ
の方向に回転される場合にも、操作ハンドル５０は、後述するように使用者の操作する操
作開始位置から操作終了位置までの操作範囲が設定されており、使用者が操作開始位置か
ら操作終了位置まで回転操作を行った後は、ばねの力等により自動的に操作終了位置から
操作開始位置に戻るように構成されている。操作ハンドル５０は、操作レバーその他の使
用者が手指で操作できる他の形状であってもよい。
【００３１】
　次に、図４乃至図６に示すように、パイロット弁駆動機構について説明する。
　パイロット弁駆動機構８０は、操作ハンドル５０の回転に連動して、ケーシング８２の
内側側面に沿う方向に回転する回転機構を形成し、操作ハンドル５０の操作位置に応じて
、パイロット弁８６を押圧する押圧機構を形成している。
【００３２】
　パイロット弁駆動機構８０は、操作ハンドル５０から延びる回転駆動軸９２と、回転駆
動軸９２をガイドするスピンドルガイド９４と、操作ハンドル５０及び回転駆動軸９２を
操作開始位置に戻るように比較的強い力で付勢しているリターンコイルばね９６と、回転
駆動軸９２に接続され且つ回転駆動軸９２と共に回転されるクラッチ部９８と、回転駆動
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軸９２の回転動作よりわずかに遅れて回転動作を開始するように回転駆動軸９２と嵌合す
るカムベース１００と、使用者が操作ハンドル５０を大洗浄側に回転させた場合にパイロ
ット弁操作部８６ａを押圧できる大用カム１０２と、使用者が操作ハンドル５０を小洗浄
側に回転させた場合にパイロット弁操作部８６ａを押圧できる小用カム１０４と、大用カ
ム１０２及び小用カム１０４のそれぞれを初期位置に戻るように比較的弱い力で付勢して
いるカム用リターンばね１０６と、ねじ１０８によりカムベース１００に固定され且つカ
ムベース１００との間に大用カム１０２、小用カム１０４及びカム用リターンばね１０６
を配置しているカム押さえ部１１０と、カム押さえ部１１０とカムベース１００との間に
延びて大用カム１０２の中心軸を形成する大用カムシャフト１１２と、カム押さえ部１１
０とカムベース１００との間に延びて小用カム１０４の中心軸を形成する小用カムシャフ
ト１１４とを備える。
【００３３】
　回転駆動軸９２は、スピンドルガイド９４との間に駆動軸用リターンコイルばね９６を
配置するように形成され、カムベース１００内を通ってケーシング８２まで延ばされてい
る。この回転駆動軸９２は、使用者が操作ハンドル５０を大洗浄側に回転させた場合に駆
動軸用リターンコイルばね９６を巻き閉めるように係合する大用コイルばね係合部（図示
せず）と、使用者が操作ハンドル５０を小洗浄側に回転させた場合にリターンコイルばね
９６を巻き閉めるように係合する小用コイルばね係合部９２ａと、使用者が操作ハンドル
５０を回転させる範囲を規制できる回転規制部９２ｂと、カムベース１００の駆動軸受け
孔１００ａに嵌合されるように回転駆動軸９２の外方に突出して形成された扇形部９２ｃ
と、を備えている。
　スピンドルガイド９４には、ケーシング８２内に流入した洗浄水を貯水タンク１８内に
戻すための水抜き孔部９４ａが形成されている。
【００３４】
　使用者が操作ハンドル５０を大洗浄側に回転させた場合には、大用コイルばね係合部（
図示せず）が駆動軸用リターンコイルばね９６を巻き閉めるので、使用者の回転操作が終
了し、使用者が操作ハンドル５０を離した後、駆動軸用リターンコイルばね９６の力によ
り、回転駆動軸９２が初期位置まで操作された回転と逆の回転をして戻るようになってい
る。同様に、使用者が操作ハンドル５０を小洗浄側に回転させた場合には、小用コイルば
ね係合部９２ａが駆動軸用リターンコイルばね９６を巻き閉めるので、使用者の回転操作
が終了し、使用者が操作ハンドル５０を離した後、駆動軸用リターンコイルばね９６の力
により、回転駆動軸９２が初期位置まで操作された回転と逆の回転をして戻るようになっ
ている。
【００３５】
　カムベース１００は、その中心部に回転駆動軸９２が貫通する駆動軸受け孔１００ａを
形成し、この駆動軸受け孔１００ａは、扇形部９２ｃが嵌合できるように、円形孔に扇形
部９２ｃよりも若干大きい広がり角度に形成された扇形孔を加えたようないわゆる鍵穴形
状に形成されている。従って、回転駆動軸９２上の扇形部９２ｃが回転されるとき、扇形
部９２ｃが駆動軸受け孔１００ａに係合するまでに若干の遊びが発生する。すなわち、回
転駆動軸９２が回転動作を開始した後、扇形部９２ｃが駆動軸受け孔１００ａに係合する
までは、カムベース１００は回転動作を開始せず、わずかに遅れてカムベース１００が回
転動作を開始するようになっている。
【００３６】
　大用カム１０２は、大用カムシャフト１１２を中心軸として受け入れる大用カムシャフ
ト受入部１０２ａと、クラッチ側端部１０２ｂからクラッチ部９８の方向にカムベース１
００を超えて突出する大用カムクラッチ係合部１０２ｃと、パイロット弁操作部８６ａを
押圧できる大用カム押圧操作部１０２ｄと、パイロット弁操作部８６ａとわずかに接触し
た状態で大用カムクラッチ係合部１０２ｃを後述する大用カム係合部９８ａにわずかに押
し込むように作動させる大用カム押圧操作部１０２ｄの第１側面部１０２ｅと、パイロッ
ト弁操作部８６ａとわずかに接触した状態で大用カムクラッチ係合部１０２ｃを大用カム
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係合部９８ａからわずかに引き出すように作動させる大用カム押圧操作部１０２ｄの第２
側面部１０２ｆと、を備えている。
【００３７】
　大用カム１０２は、大用カムシャフト１１２によりカムベース１００に取付けられ、大
用カムシャフト１１２を支点とした揺動動作が可能となっている。さらに、大用カム１０
２には、カム用リターンばね１０６の一端が大用カムシャフト受入部１０２ａと大用カム
押圧操作部１０２ｄとの間に取付けられ、大用カム押圧操作部１０２ｄを比較的小さい力
で半径方向外側向きに付勢している。大用カム押圧操作部１０２ｄは、カム用リターンば
ね１０６により半径方向外側向きに付勢されている初期位置において、内側側面８２ａか
ら高さＨ２の高さに設定され、使用者が操作ハンドル５０を回転している間は、大用カム
押圧操作部１０２ｄがほぼ内側側面８２ａから高さＨ２の高さで内側側面８２ａに沿って
回転されている。大用カム押圧操作部１０２ｄは、内側側面８２ａに沿うことができるよ
うな円弧状の面を形成している。
【００３８】
　小用カム１０４は、小用カムシャフト１１４を中心軸として受け入れる小用カムシャフ
ト受入部１０４ａと、クラッチ側端部１０４ｂからクラッチ部９８の方向にカムベース１
００を超えて突出する小用カムクラッチ係合部１０４ｃと、パイロット弁操作部８６ａを
押圧できる小用カム押圧操作部１０４ｄと、パイロット弁操作部８６ａとわずかに接触し
た状態で小用カムクラッチ係合部１０４ｃを小用カム係合部９８ｂにわずかに押し込むよ
うに作動させる小用カム押圧操作部１０４ｄの第１側面部１０４ｅと、パイロット弁操作
部８６ａとわずかに接触した状態で小用カムクラッチ係合部１０４ｃを小用カム係合部９
８ｂからわずかに引き出すように作動させる小用カム押圧操作部１０４ｄの第２側面部１
０４ｆとを備えている。
【００３９】
　小用カム１０４は、小用カムシャフト１１４によりカムベース１００に取付けられ、小
用カムシャフト１１４を支点とした揺動動作が可能となっている。さらに、小用カム１０
４には、カム用リターンばね１０６の他端が小用カムシャフト受入部１０４ａと小用カム
押圧操作部１０４ｄとの間に取付けられ、小用カム押圧操作部１０４ｄを比較的小さい力
で半径方向外側向きに付勢している。小用カム押圧操作部１０４ｄは、カム用リターンば
ね１０６により半径方向外側向きに付勢されている初期位置において、大用カム押圧操作
部１０２ｄと同様に、内側側面８２ａから高さＨ２の高さに設定され、使用者が操作ハン
ドル５０を回転している間は、小用カム押圧操作部１０４ｄがほぼ内側側面８２ａから高
さＨ２の高さで内側側面８２ａに沿って回転されている。
【００４０】
　クラッチ部９８は、大用カム１０２又は小用カム１０４を保持するように回転される。
クラッチ部９８は、Ｔ字形状に形成され、Ｔ字形状の大用カム側に開くような凹形状を形
成する大用カム係合部９８ａと、Ｔ字形状の小用カム側に開くような凹形状を形成する小
用カム係合部９８ｂと、を形成している。
　大用カム係合部９８ａは、大用カム１０２方向に回転するとき、大用カムクラッチ係合
部１０２ｃと係合して、大用カム１０２が揺動しないように揺動方向Ｄ１に関してほぼ固
定されるロック状態を生じさせ、ロック状態で回転駆動軸９２の駆動力が大用カム１０２
に伝達できるようなクラッチを構成している。一方で、大用カム係合部９８ａは、大用カ
ム方向と逆に回転するとき、凹形状の開放側から大用カムクラッチ係合部１０２ｃとの係
合が容易に外れるように形成されているので、大用カムクラッチ係合部１０２ｃとの係合
が外れて、大用カム１０２が揺動方向Ｄ１に関して揺動可能にされる揺動可能状態を生じ
させることができる。
　小用カム係合部９８ｂは、小用カムクラッチ係合部１０４ｃと係合して、小用カム１０
４が揺動しないように揺動方向Ｄ２に関してほぼ固定されるロック状態を生じさせ、ロッ
ク状態で回転駆動軸９２の駆動力が小用カム１０４に伝達できるようなクラッチを構成し
ている。一方で、小用カム係合部９８ｂは、小用カム方向と逆に回転するとき、凹形状の
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開放側から小用カムクラッチ係合部１０４ｃとの係合が容易に外れるように形成されてい
るので、小用カムクラッチ係合部１０４ｃとの係合が外れて、小用カム１０４が揺動方向
Ｄ２に関して揺動可能にされる揺動可能状態を生じさせることができる。
【００４１】
　つぎに、図１～図１１を参照して、本発明の実施形態によるパイロット式弁装置及びそ
れを備えた水洗大便器装置の大洗浄動作（作用）を説明する。
　ここで、図７（ａ）は、図４のＶＩＩ－ＶＩＩ線に沿って見た断面において、操作ハン
ドルが操作を開始する前の操作開始位置にある状態（初期待機状態）を示す断面図であり
、図７（ｂ）は、図４のＶＩＩ－ＶＩＩ線に沿って見た断面において、操作ハンドルが操
作を開始する前の操作開始位置にある状態（初期待機状態）を、概略的に示して駆動状態
を説明する図であり、図８（ａ）は、図４のＶＩＩ－ＶＩＩ線に沿って見た断面において
、操作ハンドルが大洗浄モードにおける操作途中の位置にある状態を示す断面図であり、
図８（ｂ）は、図４のＶＩＩ－ＶＩＩ線に沿って見た断面において、操作ハンドルが大洗
浄モードにおける操作途中の位置にある状態を、概略的に示して駆動状態を説明する図で
あり、図９（ａ）は、図４のＶＩＩ－ＶＩＩ線に沿って見た断面において、操作ハンドル
が大洗浄モードにおける操作終了位置にある状態を示す断面図であり、図９（ｂ）は、図
４のＶＩＩ－ＶＩＩ線に沿って見た断面において、操作ハンドルが大洗浄モードにおける
操作終了位置にある状態を、概略的に示して駆動状態を説明する図であり、図１０（ａ）
は、図４のＶＩＩ－ＶＩＩ線に沿って見た断面において、操作ハンドルが大洗浄モードに
おける戻り移動を開始した直後の位置にある状態を示す断面図であり、図１０（ｂ）は、
図４のＶＩＩ－ＶＩＩ線に沿って見た断面において、操作ハンドルが大洗浄モードにおけ
る戻り移動を開始した直後の位置にある状態を、概略的に示して駆動状態を説明する図で
あり、図１１（ａ）は、図４のＶＩＩ－ＶＩＩ線に沿って見た断面において、操作ハンド
ルが大洗浄モードにおける戻り移動の途中の位置にある状態を示す断面図であり、図１１
（ｂ）は、図４のＶＩＩ－ＶＩＩ線に沿って見た断面において、操作ハンドルが大洗浄モ
ードにおける戻り移動の途中の位置にある状態を、概略的に示して駆動状態を説明する図
である。
　図７、図８、図９、図１０、図１１の順に操作ハンドル５０が操作開始位置から操作終
了位置まで移動し、再び操作開始位置に戻ってくる一連の動作を順に示している。図７（
ｂ）、図８（ｂ）、図９（ｂ）、図１０（ｂ）及び図１１（ｂ）においては、図７（ａ）
、図８（ａ）、図９（ａ）、図１０（ａ）及び図１１（ａ）のそれぞれにおける回転駆動
軸９２、クラッチ部９８、カムベース１００、大用カム１０２及びパイロット弁操作部８
６ａ等の動作を分かりやすく説明するために、複数の部材及び構成を省略し、これらの部
材の位置、動作等を分かりやすく示している。
【００４２】
　まず、貯水タンク１８内には、満水水位ＷＬまで洗浄水が満たされている。給水装置２
２においては、給水装置２２が貯水タンク１８内への洗浄水の給水を行う前の状態は、主
弁体７６が弁座７４に着座して二次側通水路７０を閉止している閉弁状態にあり、図７（
ａ）に示すように、パイロット弁８６はパイロット弁座８４ａに着座してパイロット弁穴
部８４を閉止している閉状態にあり、一次側通水路６４及び圧力室６６内が外部水道等か
らの給水で満たされ、所定の一次水圧で止水された状態になっている。
　図７（ａ）及び（ｂ）に示すように、操作ハンドル５０は、待機位置でもある操作開始
位置にあり、パイロット弁駆動機構８０において、回転駆動軸９２と共に回転されるクラ
ッチ部９８は、初期位置に配置され、カムベース１００上に配置される大用カム１０２及
び小用カム１０４もそれぞれ初期位置に配置されている。
【００４３】
　使用者が、便器使用後に、例えば、操作ハンドル５０を大洗浄用の回転方向に回転操作
して、便器本体２において大洗浄を行わせる場合を説明する。
　使用者が、便器使用後に、例えば、操作ハンドル５０を大洗浄用の回転方向に回転操作
を開始すると、操作ハンドル５０の操作開始位置からの回転操作に連動して回転駆動軸９
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２が回転動作を開始する。このときクラッチ部９８は、回転駆動軸９２と共に回転移動を
開始する。回転駆動軸９２の扇形部９２ｃも共に回転移動を開始する。回転駆動軸９２の
駆動力の一部は、扇形部９２ｃとカムベース１００の駆動軸受け孔１００ａとが大用カム
１０２側で当接することにより伝達される。
　カムベース１００の駆動軸受け孔１００ａは扇形部９２ｃよりも若干大きな扇型形状且
若干大きな広がり角度に形成されているので、扇形部９２ｃと駆動軸受け孔１００ａとの
間にはわずかに遊びがあるように設計されている。従って、クラッチ部９８に対し大用カ
ム１０２等が後述するように相対的に押し込まれる或いは相対的に引き出される動作が可
能とされている。扇形部９２ｃが駆動軸受け孔１００ａの大用カム側に当接して回転駆動
軸９２の駆動力がカムベース１００に伝達され始めるとカムベース１００は回転駆動軸９
２の回転力を十分に受けて連動した回転を開始する。
【００４４】
　カムベース１００とともに大用カム１０２が回転を開始され、第１側面部１０２ｅがパ
イロット弁操作部８６ａとパイロット弁操作部８６ａの横方向から接触するようにわずか
に当接し、わずかに引っかかるような状態になると、大用カム１０２及びカムベース１０
０がクラッチ部９８の回転に対して静止された状態となり、大用カムクラッチ係合部１０
２ｃが大用カム係合部９８ａに相対的に押し込まれ且つ確実に嵌合される。
　大用カムクラッチ係合部１０２ｃが大用カム係合部９８ａと嵌合すると、大用カム１０
２は揺動方向Ｄ１に関して揺動しないようにほぼ固定されるロック状態となる。そして、
クラッチ部９８と大用カム１０２はこのロック状態を維持しながらほぼ一体の回転を開始
し、大用カム１０２は第１側面部１０２ｅから続く大用カム押圧操作部１０２ｄがパイロ
ット弁操作部８６ａを押し込むようにパイロット弁操作部８６ａと当接する状態となる。
【００４５】
　図８（ａ）及び（ｂ）に示すように、パイロット弁操作部８６ａが押し込まれるとき、
パイロット弁８６はパイロット弁座８４ａから離間され開状態となる。パイロット弁８６
が開状態となると、圧力室６６内の洗浄水が、連通流路７２からパイロット弁穴部８４を
通ってケーシング８２内に流れ、圧力室６６の圧力が開放される。ケーシング８２内に流
入した洗浄水はケーシング８２内を通過して水抜き孔部９４ａから貯水タンク１８内に流
れる。圧力室６６の内部圧力は低下され、主弁体７６が弁座７４から離間する方向に移動
し、二次側通水路７０を開放する給水状態（開弁状態）となる。
　すると、洗浄水が、給水管路２９に接続された一次側通水路６４から二次側通水路７０
に流入され、バキュームブレーカ３５及びジェットポンプ配管３４を通過し、ジェットポ
ンプ装置２４の噴射ノズル４２から噴射される。この噴出された洗浄水流は、その流速が
増速された高速噴流となっているので、図１及び２に矢印Ｆで示すように、噴射ノズル４
２の周囲の洗浄水の引き込みが隙間Ｓから生じる。噴射ノズル４２からスロート４４に流
入する流れは、噴射ノズル４２から噴出された高速噴流Ｆ１と、この高速噴流に引き込ま
れるように周囲から流れ込む洗浄水流Ｆ２とにより形成される。
　スロート４４に吸引されるように流入した洗浄水は、下流配管４６を通って便器本体２
の導水路６へ流入する。便器本体２の導水路６へ流入した洗浄水はボウル部４上の汚物を
洗浄した後に汚物とともにトラップ管路８から排出される。
　また、貯水タンク１８内の洗浄水が、ジェットポンプ装置２４から便器本体２に供給さ
れることに伴い、貯水タンク１８内の洗浄水水位が下降し、浮玉４０が所定位置まで下降
するとボールタップ部３８が洗浄水の給水を開始させる。
【００４６】
　使用者が、操作ハンドル５０を大洗浄用の回転方向に回転操作した場合には、開閉操作
桿６２は回転操作されないので、通水開口５２は、開閉蓋５４が開いて開放された状態と
なっている。従って、貯水タンク１８内の洗浄水が満水水位ＷＬと最低水位ＤＷＬとの間
の高さまで下降してくる場合、ポンプ区画容器４８の外側の洗浄水がジェットポンプ装置
２４のスロート４４に引込まれて、便器本体２に流れることが出来る。従って、大洗浄動
作においては、小洗浄動作よりも多くの洗浄水を便器本体２に流して洗浄を行うことが出
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来る。
【００４７】
　図９（ａ）及び（ｂ）に示すように、使用者が、操作ハンドル５０をさらに操作終了位
置まで回転させると、大用カムクラッチ係合部１０２ｃが大用カム係合部９８ａと嵌合し
たまま回転され、大用カム押圧操作部１０２ｄがパイロット弁操作部８６ａを押し込む途
中位置からさらに回転移動された位置になる、パイロット弁８６は、大用カム押圧操作部
１０２ｄがパイロット弁操作部８６ａから外れてパイロット弁８６の開弁状態が解除され
、パイロット弁ばね８８と連通流路７２の水圧の力によりパイロット弁座８４ａに押し付
けられている閉弁状態に戻る。従って、パイロット弁８６が閉状態となり、洗浄水は圧力
室６６から連通流路７２に流れることができなくなり、再び、圧力室６６の圧力が所定の
一次水圧まで上昇し、主弁体７６が弁座７４に着座して二次側通水路７０を閉止する閉弁
状態となる。すると、洗浄水がジェットポンプ装置２４の噴射ノズル４２に供給されなく
なり、ジェットポンプ装置２４から便器本体２の導水路６への洗浄水の流入が終了する。
　貯水タンク１８内にはボールタップ部３８から洗浄水が給水されており、洗浄水の最低
水位ＤＷＬから洗浄水が貯水されて上昇する。
　使用者が操作ハンドル５０を操作終了位置に到達したまま保持してしまう場合であって
も、このようにパイロット弁８６が閉状態にされている。さらに、使用者が操作ハンドル
５０を操作開始位置から操作終了位置まで手動操作する途中の移動速度及び移動時間はほ
ぼ一定であるので、パイロット弁８６の開弁時間はほぼ一定にされている。
【００４８】
　使用者が、操作ハンドル５０をさらに操作終了位置まで回転させて操作を終了する。す
ると、使用者が手指等を離した状態で、操作ハンドル５０は、駆動軸用リターンコイルば
ね９６の力により、戻り移動を開始する。具体的には、使用者が操作ハンドル５０を回転
させたときに駆動軸用リターンコイルばね９６を巻き閉めているので、駆動軸用リターン
コイルばね９６の戻ろうとする力により回転駆動軸９２が逆回転され、操作ハンドル５０
が戻り回転を行う。
　図１０（ａ）及び（ｂ）に示すように、回転駆動軸９２が戻り回転移動を開始してすぐ
、第２側面部１０２ｆがパイロット弁操作部８６ａとパイロット弁操作部８６ａの横方向
から接触するようにわずかに当接し、わずかに引っかかるような状態になると、大用カム
１０２及びカムベース１００がクラッチ部９８の戻り回転に対して静止された状態となり
、大用カムクラッチ係合部１０２ｃが大用カム係合部９８ａから相対的にわずかに引き出
され且つ嵌合が解消される。
　従って、大用カム１０２は、大用カムクラッチ係合部１０２ｃとの係合が外れて、大用
カム１０２が揺動方向Ｄ１に関して揺動可能にされる揺動可能状態となる。この揺動可能
状態では、大用カム１０２が大用カムシャフト１１２を中心軸として揺動できるようにな
っている。
　続いて、図１１（ａ）及び（ｂ）に示すように、大用カム１０２及びカムベース１００
が戻り回転をするとき、大用カム１０２は、揺動可能状態であるので、大用カム押圧操作
部１０２ｄがパイロット弁操作部８６ａを避けるように揺動方向Ｄ１に揺動しながら戻り
回転することができる。すなわち、大用カム押圧操作部１０２ｄがパイロット弁操作部８
６ａと接してはいるものの、パイロット弁操作部８６ａを押圧して押し込むよりも、むし
ろ大用カム押圧操作部１０２ｄがパイロット弁操作部８６ａにより半径方向内側に押され
るように揺動しながら戻り回転するようになっている。
　従って、パイロット弁８６は、パイロット弁座８４ａに着座してパイロット弁穴部８４
を閉止している閉状態を維持しており、一次側通水路６４及び圧力室６６内は外部水道等
からの給水で満たされており、主弁体７６が弁座７４に着座して二次側通水路７０を閉止
する閉弁状態を維持している。
【００４９】
　引き続いて、操作ハンドル５０は、駆動軸用リターンコイルばね９６の力により、操作
開始位置（初期待機位置）まで戻り移動される。これにともない、回転駆動軸９２が操作
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開始位置（初期待機位置）まで戻るとき、クラッチ部９８がほぼ水平に延びる初期位置に
戻り、大用カム押圧操作部１０２ｄがパイロット弁操作部８６ａと当接する途中位置から
初期位置に移動して戻る。パイロット弁操作部８６ａは、大用カム１０２と小用カム１０
４のほぼ中間の初期位置に位置するようになっている。
　貯水タンク１８内への洗浄水の給水は、洗浄水の水位が満水水位ＷＬに到達すると、ボ
ールタップ部３８が洗浄水の給水を停止させて、一連の洗浄動作を終了する。
【００５０】
　つぎに、図１～図１２を参照して、本発明の一実施形態によるパイロット式弁装置及び
それを備えた水洗大便器装置の小洗浄動作（作用）について説明する。
　ここで、本発明の一実施形態によるパイロット式弁装置において、小用カム１０４は大
用カム１０２と回転駆動軸９２に対して対象に配置された同形状の部材であり、使用者が
操作ハンドル５０を小洗浄用の回転方向に回転操作させる以外は、大用カム１０２と同様
の動作をする部材である。そこで図面を省略し、上述した本発明の一実施形態によるパイ
ロット式弁装置及びそれを備えた水洗大便器装置の大洗浄動作（作用）の部分と同一の部
分については説明を省略し、異なる動作（作用）の部分を中心に説明する。
【００５１】
　図７（ａ）及び（ｂ）に示すように、操作ハンドル５０は、初期待機位置でもある操作
開始位置にあり、パイロット弁駆動機構８０において、回転駆動軸９２と共に回転される
クラッチ部９８は、初期位置に配置され、カムベース１００上に配置される大用カム１０
２及び小用カム１０４もそれぞれ初期位置に配置されている。
【００５２】
　使用者が、便器使用後に、例えば、操作ハンドル５０を小洗浄用の回転方向（大洗浄用
の回転方向と逆の回転方向）に回転操作して、便器本体２において小洗浄を行わせる場合
を説明する。
【００５３】
　使用者が、便器使用後に、例えば、操作ハンドル５０を小洗浄用の回転方向に回転操作
を開始すると、操作ハンドル５０の操作開始位置からの回転操作に連動して回転駆動軸９
２が回転動作を開始する。このときクラッチ部９８は、回転駆動軸９２と共に回転移動を
開始する。回転駆動軸９２の扇形部９２ｃも共に回転移動を開始する。回転駆動軸９２の
駆動力の一部は、扇形部９２ｃとカムベース１００の駆動軸受け孔１００ａとが当接する
ことにより伝達される。
　カムベース１００の駆動軸受け孔１００ａは扇形部９２ｃよりも若干大きな扇型形状且
若干大きな広がり角度に形成されているので、扇形部９２ｃと駆動軸受け孔１００ａとの
間にはわずかに遊びがあるように設計されている。従って、クラッチ部９８に対し小用カ
ム１０４等が後述するように相対的に回転して押し込まれる或いは相対的に引き出される
動作が可能とされている。扇形部９２ｃが駆動軸受け孔１００ａの小用カム側に当接して
回転駆動軸９２の駆動力がカムベース１００に伝達され始めるとカムベース１００は回転
駆動軸９２の回転力を十分に受けて連動した回転を開始する。
【００５４】
　カムベース１００とともに小用カム１０４が回転を開始され、第１側面部１０４ｅがパ
イロット弁操作部８６ａとパイロット弁操作部８６ａの横方向から接触するようにわずか
に当接し、わずかに引っかかるような状態になると、小用カム１０４及びカムベース１０
０がクラッチ部９８の回転に対して静止された状態となり、小用カムクラッチ係合部１０
４ｃが小用カム係合部９８ｂに相対的に押し込まれ且つ確実に嵌合される。
　小用カムクラッチ係合部１０４ｃが小用カム係合部９８ｂと嵌合すると、小用カム１０
４は揺動方向Ｄ２に関して揺動しないように固定されるロック状態となる。そして、クラ
ッチ部９８と小用カム１０４はこのロック状態を維持しながらほぼ一体の回転を開始し、
小用カム１０４は第１側面部１０４ｅから続く小用カム押圧操作部１０４ｄがパイロット
弁操作部８６ａを押し込むようにパイロット弁操作部８６ａと当接する状態となる。
【００５５】
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　パイロット弁操作部８６ａが押し込まれるとき、パイロット弁８６はパイロット弁座８
４ａから離間され開状態となり、主弁体７６が弁座７４から離間する方向に移動し、二次
側通水路７０を開放する給水状態（開弁状態）となる。
　すると、洗浄水が、ジェットポンプ装置２４の噴射ノズル４２から噴射され、下流配管
４６を通って便器本体２の導水路６へ流入する。便器本体２の導水路６へ流入した洗浄水
はボウル部４上の汚物を洗浄した後に汚物とともにトラップ管路８から排出される。
【００５６】
　使用者が、操作ハンドル５０を小洗浄用の回転方向に回転操作した場合には、リンク機
構部６０が鎖５８を引き上げることにより開閉蓋５４を持ち上げ、開閉蓋５４で通水開口
５２を閉鎖する。よって、貯水タンク１８内の洗浄水が満水水位ＷＬと最低水位ＤＷＬと
の間の高さまで下降してくる場合、ポンプ区画容器４８の外側の洗浄水がポンプ区画容器
４８内に流入することができず、ジェットポンプ装置２４のスロート４４に流入しない。
　従って、ジェットポンプ装置２４は、貯水タンク１８内の満水水位ＷＬからポンプ区画
容器４８の上端４８ａまでの間の貯水タンク１８内の洗浄水と、上端４８ａから最低水位
ＤＷＬの間におけるポンプ区画容器４８内の洗浄水とを便器本体２に供給して洗浄を行う
。
【００５７】
　使用者が、操作ハンドル５０をさらに操作終了位置まで回転させると、小用カムクラッ
チ係合部１０４ｃが小用カム係合部９８ｂと嵌合したまま回転され、小用カム押圧操作部
１０４ｄがパイロット弁操作部８６ａを押し込む途中位置からさらに回転移動された位置
になる。パイロット弁８６は、小用カム押圧操作部１０４ｄがパイロット弁操作部８６ａ
から外れてパイロット弁８６の開弁状態が解除され、パイロット弁ばね８８と連通流路の
水圧の力によりパイロット弁座８４ａに押し付けられている閉弁状態に戻る。従って、パ
イロット弁８６が閉状態となり、主弁体７６が弁座７４に着座して二次側通水路７０を閉
止する閉弁状態となる。すると、洗浄水がジェットポンプ装置２４の噴射ノズル４２に供
給されなくなり、ジェットポンプ装置２４から便器本体２の導水路６への洗浄水の流入が
終了する。
　貯水タンク１８内にはボールタップ部３８から洗浄水が給水されており、洗浄水の最低
水位ＤＷＬから洗浄水が貯水されて上昇する。
【００５８】
　使用者が、操作ハンドル５０をさらに操作終了位置まで回転させて操作を終了する。す
ると、使用者が手指等を離した状態で、操作ハンドル５０は、駆動軸用リターンコイルば
ね９６の力により、戻り移動を開始する。
　回転駆動軸９２が戻り回転移動を開始してすぐ、第２側面部１０４ｆがパイロット弁操
作部８６ａとパイロット弁操作部８６ａの横方向から接触するようにわずかに当接し、わ
ずかに引っかかるような状態になると、小用カム１０４及びカムベース１００がクラッチ
部９８の戻り回転に対して静止された状態となり、小用カムクラッチ係合部１０４ｃが小
用カム係合部９８ｂから相対的にわずかに引き出され且つ嵌合が解消される。
　従って、小用カム１０４は、小用カムクラッチ係合部１０４ｃとの係合が外れて、小用
カム１０４が揺動方向Ｄ２に関して揺動可能にされる揺動可能状態となる。この揺動可能
状態では、小用カム１０４が小用カムシャフト１１４を中心軸として揺動できるようにな
っている。
　続いて、小用カム１０４及びカムベース１００が戻り回転をするとき、小用カム１０４
は、揺動可能状態であるので、小用カム押圧操作部１０４ｄがパイロット弁操作部８６ａ
を避けるように揺動方向Ｄ２に揺動しながら戻り回転することができる。すなわち、小用
カム押圧操作部１０４ｄがパイロット弁操作部８６ａと接してはいるものの、パイロット
弁操作部８６ａを押圧して押し込むよりも、むしろ小用カム押圧操作部１０４ｄがパイロ
ット弁操作部８６ａにより半径方向内側に押されるように揺動しながら戻り回転するよう
になっている。
　従って、パイロット弁８６は、パイロット弁座８４ａに着座してパイロット弁穴部８４



(17) JP 2014-194266 A 2014.10.9

10

20

30

40

50

を閉止している閉状態を維持しており、一次側通水路６４及び圧力室６６内は外部水道等
からの給水で満たされており、主弁体７６が弁座７４に着座して二次側通水路７０を閉止
する閉弁状態を維持している。
【００５９】
　引き続いて、操作ハンドル５０は、駆動軸用リターンコイルばね９６の力により、操作
開始位置（初期待機位置）まで戻り移動される。これにともない、回転駆動軸９２が操作
開始位置（初期待機位置）まで戻るとき、クラッチ部９８がほぼ水平に延びる初期位置に
移動して戻り、小用カム押圧操作部１０４ｄがパイロット弁操作部８６ａと当接する途中
位置から初期位置に移動して戻る。パイロット弁操作部８６ａは、大用カム１０２と小用
カム１０４のほぼ中間の初期位置に位置するようになっている。
　貯水タンク１８内への洗浄水の給水は、洗浄水の水位が満水水位ＷＬに到達すると、ボ
ールタップ部３８が洗浄水の給水を停止させて、一連の洗浄動作を終了する。
【００６０】
　上述した本発明の実施形態によるパイロット式弁装置３２によれば、パイロット弁駆動
機構８０は、操作ハンドル５０が操作開始位置から操作終了位置まで手動操作される途中
の途中位置にあるとき、パイロット弁８６を開弁させ、操作ハンドル５０が操作終了位置
に到達したとき及び作終了位置で保持されたとき、パイロット弁８６の開弁状態を解除し
て閉弁させるので、パイロット弁８６の開弁時間には影響を与えず、パイロット弁８６の
開弁時間をほぼ一定とすることができる。よって、パイロット弁８６が開弁され、圧力室
６６内部の圧力が低下して、主弁体部７６が二次側通水路７０を開放する給水時間がほぼ
一定に保たれる。従って、二次側通水路７０から供給される給水量をほぼ一定に保つこと
ができる。
【００６１】
　また、本発明の実施形態によるパイロット式弁装置３２によれば、パイロット弁駆動機
構８０は、操作ハンドル５０が操作終了位置に到達して使用者の手動操作が終了した後、
操作開始位置に戻る途中の途中位置にあるとき、パイロット弁８６を閉弁させるので、パ
イロット弁８６を再度開弁させることを防ぐことができる。したがって、パイロット弁８
６が２度開弁され、主弁体７６が二次側通水路７０を２度開放することにより給水量がば
らつくことを防止することができる。
【００６２】
　また、本発明の実施形態によるパイロット式弁装置３２によれば、パイロット弁駆動機
構８０が、円筒状に形成されたケーシング８２内に収容された状態で、操作ハンドル５０
の回転に連動して、ケーシング８２の内側側面８２ａに沿って回転でき、パイロット弁操
作部８６ａを押圧するときに、パイロット弁８６を開弁させる。従って、円筒状のケーシ
ング８２が、パイロット弁駆動機構８０が回転するガイドの役割を果たすことができ、パ
イロット弁８６を適切に開弁させることができる。
　さらに、パイロット弁駆動機構８０を内側で回転させるケーシング８２は円筒状に形成
されているので、パイロット式弁装置３２全体をコンパクトに構成することができる。
【００６３】
　また、本発明の実施形態によるパイロット式弁装３２置によれば、操作ハンドル５０が
操作開始位置から操作終了位置まで手動操作される途中の途中位置にあるとき、クラッチ
部９８が大用カムクラッチ係合部１０２ｃ又は小用カムクラッチ係合部１０４ｃを保持し
て揺動させずに、大用カム押圧操作部１０２ｄ又は小用カム押圧操作部１０４ｄによりパ
イロット弁操作部８６ａを押圧させるので、パイロット弁８６が開弁され、さらに、操作
ハンドル５０が操作終了位置から操作開始位置に戻る途中の途中位置にあるとき、クラッ
チ部９８が大用カムクラッチ係合部１０２ｃ又は小用カムクラッチ係合部１０４ｃを保持
せずに揺動可能にさせ、大用カム押圧操作部１０２ｄ又は小用カム押圧操作部１０４ｄが
パイロット弁操作部８６ａを押圧せずに揺動されるので、パイロット弁８６が開弁される
ことを確実に防ぐことができる。
【００６４】
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　また、本発明の実施形態によるパイロット式弁装置３２を備えた水洗大便器１によれば
、パイロット式弁装置３２により、噴射ノズル４２が噴射する給水量をほぼ一定に保つこ
とができ、スロート４４は噴射ノズル４２から噴射された給水量に対応して増大された洗
浄水量を貯水タンク１８から引き込むので、噴射ノズル４２が噴射する給水量がばらつい
てこの給水量に対応して貯水タンク１８から引き込まれる増大された洗浄水量がばらつく
ことを抑制し、スロート４４から便器本体２の導水路６に供給される洗浄水量をほぼ一定
に保つことができる。
【符号の説明】
【００６５】
１　　　　　　水洗大便器
２　　　　　　便器本体
４　　　　　　ボウル部
６　　　　　　導水路
１６　　　　　洗浄水タンク装置
１８　　　　　貯水タンク
２２　　　　　給水装置
２４　　　　　ジェットポンプ装置
３２　　　　　パイロット式弁装置
３４　　　　　ジェットポンプ配管
４２　　　　　噴射ノズル
４４　　　　　スロート
５０　　　　　操作ハンドル
６６　　　　　圧力室
６８　　　　　主弁体部
７４　　　　　弁座
７６　　　　　主弁体
７８　　　　　パイロット弁部
８０　　　　　パイロット弁駆動機構
８２　　　　　ケーシング
８２ａ　　　　内側側面
８４　　　　　パイロット弁穴部
８４ａ　　　　パイロット弁座
８６　　　　　パイロット弁
８６ａ　　　　パイロット弁操作部
９２　　　　　回転駆動軸
９８　　　　　クラッチ部
１０２　　　　大用カム
１０２ｄ　　　大用カム押圧操作部
１０４　　　　小用カム
１０４ｄ　　　小用カム押圧操作部
Ｄ１　　　　　揺動方向
Ｄ２　　　　　揺動方向
ＤＷＬ　　　　最低水位
Ｆ　　　　　　矢印
Ｆ１　　　　　高速噴流
Ｆ２　　　　　洗浄水流
Ｓ　　　　　　隙間
Ｗ0　　　　　 貯留面
ＷＬ　　　　　満水水位
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